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◆早津江病院理念・基本方針  ◆院長挨拶 

◆敬老会           ◆樟風祭のご案内 

     ◆編集後記 
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早津江病院 院長       

松永 高政         

 

 

 

 

 

 

 

早津江病院理念 

博愛の心を持ち、躍動感に溢れた医療を実施する為に、ここ（早津江病院）

に集い、われらの英知を傾けよう。 

        は：博愛 こころ 精神 

        や：躍動 活気ある病院 前向きな姿勢 

        つ：集い チーム医療 

        え：英知 創造 判断力 

基本方針 

＊開かれた精神医療をめざすために、チーム医療の充実を図り、専門医療

を確立する。 

＊精神障害者の偏見を取り除き、患者の権利・患者の尊厳を守り、患者中

心の医療を実践する。 

＊障害者と地域との共存を図るために積極的に地域活動への参加を行う。 

   

今年の猛暑もようやく終わりを告げ、過ご

しやすい季節となりました。みなさんは、こ

の秋をどうお過ごしになられますでしょう

か。 

先日は、北海道の胆振地方で震度７を記録

する地震が発生しました。また、集中豪雨に

よる被害も全国各地で相次いでおります。「災

害は忘れた頃にやってくる」と言われており

ます。当院でも不測の事態に備えるべく準備

をしてまいります。 

さて、８月１８日（土）から９月２日（日）

にかけて、第１８回アジア競技大会がインド

ネシアで開催されました。様々な競技の中で、

競泳女子の池江瑠花子選手が大会最優秀選手

に選ばれ、またその他にも若い世代の活躍が

連日報道され、東京オリンピックに向けた競

技力向上が着実に進んでいることを実感しま

した。また、アジア大会ではオリンピック競

技ではない種目も多数実施され、その中でも

頭脳スポーツであるトランプ競技で７３歳の

方が活躍されているのを知り、私もさらに頑

張ろうという気持ちになりました。 

当院では、スポーツ活動の一環でバルーン

クラブがあり、この秋に開催される「佐賀バ

ルーンフェスタ」や他の競技会への参加を予

定しています。また来春には「さが桜マラソ

ン」に有志一同で参加を予定しております。

みなさんも体を動かしたりして、すがすがし

いこの秋を満喫できると良いですね。 



 

 

  

 

 

 

今年も９月 15 日（土）に「敬老会」が開催されました。今年の７０歳以上

の対象者は１86名となり、式典では卒寿・米寿・喜寿を迎えた方々に松永高政

院長より表彰と記念品が手渡されました。 

東 1 病棟とゆりの木苑に会場をわけて開催し、それぞれの会場で参加された

患者さんに地元のボランティアによる銭太鼓の演奏、職員からの出し物など行

い、参加された患者さんも大変喜ばれて、普段とは違った楽しい一日を過ごし

ていただくことができました。 

毎年開催している敬老会ですが、参加される患者さんやご家族様の笑顔や喜

びの声が何よりの力になります。患者さんの見せてくれる笑顔を原動力に、”患

者さんの為の敬老会”のスローガンの下、これからも敬老会を開催していきた

いと思います。 

    敬老会実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒寿表彰 



 

 

 

早津江病院樟風祭のご案内 

 

 

平成 30 年 10 月 20 日（土）に早津江病院３F の多目的ホールにおいて  

「樟風祭」を開催いたします。今年のテーマは「調和」とし、イベントの内容

はボランティアの出し物（日舞、能楽）、カラオケ大会、お菓子掴み取り、お楽

しみ抽選会、バザーを予定しております。皆様の多数のご参加を心よりお待ち

しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

10 月になり、だんだんと肌寒い日になってきた今日この頃ですが、皆様

はいかがお過ごしでしょうか？ 

 さて、9 月には敬老会、10 月には樟風祭とイベントが盛りだくさんなこ

の季節、広報・イベント委員会といたしましても一番忙しい時期ですが、患

者さんとそのご家族様、また地域の方々のために日々邁進してまいりますの

でどうぞよろしくお願いいたします。 


